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る｡Schr'Lding即 は,生体は負の.エントロピー を食べることによっ て秩序を保ってい
ると考え,この秩序の法則臥 これまでの物理学著が未だ知らないものであると主張 し













う｡これに反 し/ゾル状の細胞質には生体高分子が単独で存在 し,局所平衡系を作成 し
ていると考えられる.第二に細胞の構成要素である生体高分子やオルガネ.ラが仮に局所

















九大 ･理 郷 信 広
物性物理学では ｢もの ｣とその ｢状態 ｣とを対置して認識 し,与えられた ｢もの ｣が.
異った環境のもとで異った ｢状態 ｣をとることに興味をもつ｡例えば温度 というパラメ
クーを変えることによって,鉄が常磁性体から強磁性体に転移することに興味をもつ.
これは ｢もの ｣の潜在的に持っている性質が環境の変化によって開示されるものと理解
される｡生物の ｢状態 ｣としての特長の 1つは, ｢生きている｣状態が,平衡状態から
大きく離れた所で実現されていることであろう｡平衡状態から大きく離れた所で起る物
理現象としてよく引用されるものに対流におけるべナー ド･セルがあるが,これは,そ
れ自身生物ではない｡生物の特長のもう1つの側面は,それを構成している ｢もの ｣の
多様性にある｡この多様性は.遺伝機構の必然的な結果であるが.物性物理的に言えば,
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